
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
舞
鶴

港
へ
引
き
揚
げ
た
人
々
を
温
か

く
迎
え
入
れ
た
市
民
の
心
は
、

歌
と
な
り
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
当
時
の
中
学

生
が
歌
っ
た
「
引
揚
者
を
迎
え

る
歌
」
で
す
。
長
ら
く
途
絶
え

て
い
た
こ
の
歌
を
、
令
和
元
年

に
若
浦
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
若
浦
中
学
校

の
生
徒
が
市
内
の
全
中
学
校
に

呼
び
か
け
、
各
校
の
代
表
と
、

平
和
祈
念
式
典
で
合
唱
し
ま
す
。

式
典
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
で

は
「
戦
争
を
経
験
し
て
い
な
く

て
も
、
歴
史
を
広
め
る
役
割
は

担
え
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
若
い
世
代
が
未
来
へ
平
和

の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
と

し
て
、
戦
後
80
年
を
記
念
す
る

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
、
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
た
約
２
万
５

千
羽
の
折
り
鶴
で
制
作
中
で
す
。

制
作
に
あ
た
り
、
取
り
組
み
を

知
っ
た
市
内
外
の
人
か
ら
、
多

く
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
作
品
は
、
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
願
い

を
次
の
世
代
へ
と
手
渡
す
強
い

願
い
の
結
晶
で
す
。「
こ
の
先
も

ず
っ
と
戦
後
で
あ
り
続
け
ま
す

よ
う
に
」「
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
世
界
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
の
込
め
ら
れ
た
作
品
を

式
典
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

戦
後
80
年
を
迎
え
た
今
年
、
舞
鶴
市

が
「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」
の
歴
史
を
ど

の
よ
う
に
次
世
代
へ
、
そ
し
て
未
来
へ

つ
な
ぐ
の
か
。

　今
年
の
平
和
祈
念
式
典
は
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
員
が
主
役
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
臨
み
ま
す
。

　参
加
者
が
自
ら
創
り
上
げ
る
、
平
和

を
つ
な
ぐ
舞
鶴
市
の
式
典
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。《

引
揚
記
念
館
》

市
民
が
紡
ぐ

「
折
り
鶴
ア
ー
ト
」

次
世
代
が
歌
い
継
ぐ「
引
揚
者
を
迎
え
る
歌
」

「
市
民
と
と
も
に
引
き
揚
げ

の
史
実
を
文
化
で
発
信
す
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民
参
加

型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
劇
を
上

演
。
舞
鶴
な
ど
を
舞
台
に
引
揚

者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
市
民

や
家
族
の
帰
り
を
待
つ
人
々
の

思
い
を
表
現
し
ま
す
。

こ
の
舞
台
に
は
、
６
歳
か
ら

80
歳
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
参

加
し
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
、演
技
や
歌
を
通
し
て
、

当
時
の
人
た
ち
の
体
験
や
思
い

を
表
現
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ

と
り
が
平
和
の
尊
さ
を
深
く
心

に
刻
み
な
が
ら
、
本
番
に
向
け

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

市
民
の
熱
演
と
心
を
揺
さ
ぶ

る
歌
声
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市民音楽劇では、シベリアに抑
留されている兄の帰りを待つ妹を
演じます。
これまで戦争＝怖いという印象
しかありませんでしたが、戦争の
裏側には帰りを待つ家族の悲しみ
や無事に帰ってきてほしいと願う
人々の思いがあったこと、そして、
出征した人もシベリアや戦地から、

家族を思い懸命に生きたことを、
音楽劇を通して知りました。
誰にとっても良いことがなく、
悲しい思いをする戦争を、これか
ら先の未来を背負っていく私たち
は 2 度と繰り返してはならない、
そんな覚悟と平和の尊さを見てい
る人に伝えられたらと思います。

引
き
揚
げ
の
記
憶
を
舞
台
で
つ
な
ぐ「
市
民
音
楽
劇
」

平和祈念式典
◆日時　10月12日㈰13時～16時
◆場所　総合文化会館
◆内容　◇第一部…式典（式辞、合唱、折り鶴
　　　　　　　　　　　  アートの披露 など）
　　　　◇第二部…市民音楽劇「海のその先」
◆問い合わせ先

◇引揚記念館（☎68·0836）
◇文化振興課（☎66·1019）

合唱に向け学校で引き揚げの歴史を学ぶ

折り鶴を折る岡田小学校の児童

引き揚げ者を迎えるシーン

  市民音楽劇参加者  
　　亀井 志衣菜 さん

若浦中学校3年  
　　   山本 颯姫 さん

未
来
へ
つ
な
ぐ
平
和
の
バ
ト
ン

未
来
へ
つ
な
ぐ
平
和
の
バ
ト
ン

引き揚げの歴史を深く学んでき
た学校として、当時の様子を思い
浮かべながら歌の練習を重ねてき
ました。この歴史を未来へつなぐ
という思いを共有し、心を一つに
して歌いたいと思います。
私にとって、戦後 80 年は遠い
過去の出来事ではありません。戦
争は今も世界のどこかで起きてい

て、とても身近な問題です。同世
代の人たちには、戦争や引き揚げ
の歴史を怖いものとして避けるの
ではなく、自分から知ってほしい
です。そして今回の合唱が、舞鶴
市民としてこの歴史をずっと心に
留めておくきっかけになってほし
いと願っています。
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